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審 査
予　算

委 員 会
総括質疑

予算編成の

　　概要を問う

 

一
般
会
計
当
初
予
算
案
が
過

去
最
高
規
模
と
な
っ
た
要
因

は
。

 

退
職
手
当
組
合
負
担
金
の
増

や
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤

勉
手
当
支
給
の
開
始
、
人
件

費
や
燃
料
単
価
の
上
昇
に
伴

う
各
種
委
託
料
の
増
な
ど
が

要
因
と
な
っ
た
。

 

こ
ど
も
・
子
育
て
政
策
の
推

進
に
お
け
る
事
業
内
容
及
び

事
業
効
果
は
。

 

認
定
こ
ど
も
園
等
に
お
け
る

使
用
済
み
紙
お
む
つ
の

自
園
処
理
の
開
始
、
乳

幼
児
等
医
療
給
付
事
業

で
は
高
校
生
年
代
（　
18

歳
年
度
末
）
ま
で
拡
充
、

小
学
校
空
調
設
備
設
置

工
事
、
名
寄
小
学
校
・

風
連
中
学
校
ト
イ
レ
洋

式
化
改
修
工
事
、
名
寄

中
学
校
・
名
寄
東
中
学

ＱＡＱＡ

校
整
備
事
業
、
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル

の
導
入
費
用
の
計
上
、
ま
た

国
・
道
と
の
連
携
事
業
に
よ

る
児
童
手
当
の
高
校
生
ま
で

の
拡
充
、
特
定
不
妊
治
療
に

要
す
る
経
費
と
交
通
費
へ
の

補
助
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
世
帯

の
経
済
的
負
担
軽
減
が
図
ら

れ
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て

子
供
を
産
み
、
育
て
ら
れ
る

環
境
の
整
備
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

将来像の実現につながる予算執行を

持続可能で健全な財政運営を

若者地元定着奨学金

返済支援事業　　　

市立認定こども園等

紙おむつ処分事業　

小学校空調設備

設置工事　　　

 若者の名寄定着を目指す

ため、市内就業者の奨学

金返済及び雇用企業の奨

学金返済援助を、どのよ

うな方向性で進めていく

のか。

 名寄居住者に年間１２万

を５年間支援する。企業

の奨学金代理返還には２

分の１の支援を行う。

Ｑ

Ａ

 市立認定こども園等での

使用済み紙おむつ処分の

対応について。

 使用済み紙おむつを各施

設で処分することで保護

者や保育士の負担軽減が

大きな成果といえる。民

間との差が生じないよう

に道北市長会から要望を

出していきたい。

Ｑ

Ａ

 具体的な設置場所と設置

に向けたスケジュールは。

 名寄小学校、名寄東小学

校、名寄西小学校、中名

寄小学校の普通教室及び

特別支援教室、合わせて

45教室に設置。調査設

計終了後に入札を行い、

設置工事の完了は最短で

も夏休み明けになる見通

し。

Ｑ

Ａ

 遠  藤 　 隆  男  議員
えん どう たか お

市政クラブ

一部掲載します

予
算
編
成
に
つ
い
て

Ｑ Ａ＆

委員会（今村芳彦委員長、山崎真由美副委員長）で審議しました。

全般にわたり数多くの質疑がありました。
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予 算

乳幼児等医療給付事業ＡＩドリルの導入海外短期留学等支援農業生産単独支援

 拡充による費用、人数の

見 込 み、今 後 の ス ケ

ジュールは。

 昨年度当初予算から

3,000万円増額し、中学

生555人、高校生591人

を見込んでいる。中高生

分として約1,110万円の

増。7月頃に該当世帯に

申請書を送付し、10月か

ら利用できるようにする。

Ｑ

Ａ

 ＡＩドリルの概要と導入

時期、また特別支援教室

での利用は。

 一人一人の習熟度や特性

をＡＩが判断し、自動的に

出題と採点を行う仕組み。

習熟度に合わせた効率的

な学習が可能であり、特

別支援教室での利用も想

定している。導入は最短

で5月を予定。

Ｑ

Ａ

 名寄市立大学生に導入す

るJICA（ジャイカ）スタ

ディツアーの規模や派遣

先は。

 冬と夏に2週間程度、東

南アジア（ネパール・タ

イ・フィリピン）やモン

ゴルで行う。20万円程

度(補助5万円で実質15

万円の参加者負担)での

実施を想定している。

Ｑ

Ａ

 農業後継者対策協議会は

婚活対策の役割を終えて

いると思うが、見直しの

考えは。

 成婚に直結しているとは

言えず、相応しい手法を

模索中。女性農業者研修

等へ助成を行っており、

今後は後継者自身への研

修を検討している。

Ｑ

Ａ

予　算

特 別

 

公
共
施
設
等
再
配
置
計
画
の

推
進
に
向
け
た
予
算
措
置
と

具
体
的
な
事
業
は
。

 

図
書
館
を
中
心
と
し
た
複
合

施
設
を
中
心
市
街
地
に
設
置

す
る
こ
と
を
決
定
し
て
き
た

が
、
関
係
機
関
と
の
協
議
が

整
わ
ず
、
令
和
６
年
度
予
算

に
事
業
費
を
計
上
で
き
な

か
っ
た
。
し
か
る
べ
き
時
に

改
め
て
提
案
す
る
。

 

こ
ど
も
・
子
育
て
施
策
の
推

進
に
あ
た
っ
て
は
子
育
て
関

連
財
源
を
確
保
し
、
独
自
の

事
業
を
展
開
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

 

こ
れ
ま
で
も
本
市
独
自
の
事

業
を
展
開
し
て
き
て
い
る
。

限
り
あ
る
財
源
を
ど
う
活
用

す
る
の
か
議
会
の
理
解
も
得

な
が
ら
議
論
し
、
事
業
を
展

開
し
て
い
く
。

ＱＡＱＡ

 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
推
進
に
お
け
る
予
算
措
置

と
、
今
後
学
校
施
設
等
も
整

備
さ
れ
る
こ
と
か
ら
計
画
の

見
直
し
に
つ
い
て
考
え
は
。

 

旧
智
恵
文
小
学
校
、
南
・
西

保
育
所
、
栄
町　

団
地
の
解

55

体
工
事
費
を
計
上
。
令
和
６

年
度
末
で
計
画
策
定
時
よ
り

１
・
２
％
減
と
な
る
が
、
国

か
ら
も
見
直
し
の
指
導
が
あ

り
、
令
和
６
年
度
か
ら
見
直

し
作
業
に
取
り
か
か
る
。

ＱＡ

新年度予算編成方針について

 倉  澤 　 宏  議員
くら さわ ひろし

市民ネット

名寄東中学校の移転先に浮上した
名寄産業高校光凌キャンパス

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

令和６年度

予　算

令和６年度の各会計予算について、全議員で構成する予算審査特別 

各会派の代表による総括質疑および委員による質疑が行われ、市政 

※

※ＡＩとは…人工知能のこと（人が実現する様々な知覚や知性を人工的に再現するもの）。
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定例会

令和6年 　第１回定例会 　2月29日〜3月21日

　

被
保
険
者
の
減
少
や
無
所
得
者

の
割
合
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
税
収
が
減
少
し
、

北
海
道
に
納
め
る
納
付
金
の
財
源

に
不
足
が
生
じ
た
た
め
、
保
険
税

課
税
額
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

ま
た
低
所
得
者
や
未
就
学
児
に

対
す
る
平
等
割
及
び
均
等
割
の
減

額
金
額
も
改
正
し
ま
し
た
。

☆
名
寄
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て 主
な

条
例
の
制
定
・
改
正

改 正 の 内 容

増減改正後改正前
−（改正なし）閣8.7%所得割

医療分 ＋1,000円29,000円閣28,000円均等割

＋2,000円30,000円閣28,000円平等割

−（改正なし）閣2.5%所得割
後期高齢者

支援金分
＋1,000円9,000円閣8,000円均等割

＋1,000円9,000円閣8,000円平等割

−（改正なし）閣1.8%所得割

介護納付金分 −（改正なし）閣8,000円均等割

＋1,000円7,000円閣6,000円平等割

　

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度

に
お
け
る
第
１
号
被
保
険
者
（　
65

歳
以
上
）
の
介
護
保
険
料
額
を
定

め
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

☆
名
寄
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

介護保険料額（年額）
改正前改正後

段階
基準額

5,847円5,400円
（R3〜5年度）（R6〜8年度）

21,00018,400１段階
35,00031,400２段階
49,10044,300３段階
59,60058,300４段階
70,10064,800５段階
84,10077,700６段階
91,20084,200７段階
105,20097,200８段階
119,200110,100９段階
140,300123,10010段階

136,00011段階
149,00012段階
155,50013段階

　

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

新
た
に
戸
籍
及
び
除
籍
電
子
証
明

書
提
供
用
識
別
符
号
の
発
行
手
数

料
が
追
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
戸
籍
及
び
除
籍
謄
本
等

の
発
行
は
、
本
籍
地
以
外
で
も
交

付
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

☆
名
寄
市
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
戸
籍
電
子
証
明
書
提
供
用

　
　
　
　
　

識
別
符
号
の
発
行

　
　
　
　
　
　

・
・
・
４
０
０
円

 
・
除
籍
電
子
証
明
書
提
供
用

　
　
　
　
　

識
別
符
号
の
発
行

　
　
　
　
　
　

・
・
・
７
０
０
円

人 
事 
案 
件

・
教
育
委
員
会
委
員

松
田　

潤
子
氏
（
再
任
）

主
な
補
正
予
算

　

３
回
目
の
幹
線
道
路
の
排
雪
を

行
っ
た
場
合
、
不
足
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
１
５
０
０
万
円
を
追
加

し
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
通
院
が
増
加
し
た
た

め
、
５
０
０
万
円
を
追
加
し
ま
し

た
。

　令和５年度名寄市一般会計補

正予算（第９号）について審

議し、原案のとおり可決しま

した。

 

　主な内容

・住民税均等割のみ課税世帯に

対し１世帯あたり10万円の給

付金、また住民税非課税世帯

及び均等割のみ課税世帯に対

し児童１人あたり５万円の給

付金を支給。

・物価高騰による市民生活への

負担を軽減するとともに、地

域経済の活性化を図るため、

１世帯あたり１万円分の電子

地域通貨Yoroca（ヨロカ）の

ポイントを配布。

　

ピ
ヤ
シ
リ
ス
キ
ー
場
ロ
ッ
ジ
の

扉
建
具
が
経
年
劣
化
に
よ
り
破
損

し
た
た
め
、
取
替
工
事
費
と
し
て

　

万
２
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

60

低
所
得
者
の
保
険
料
の
上
昇
を
抑
制

す
る
た
め
、
基
準
額
を
引
き
下
げ
、

保
険
料
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

市
道
除
排
雪
業
務
委
託
料

乳
幼
児
医
療
給
付
費

な
よ
ろ
温
泉
整
備
事
業

令和6年2月13日  　　　

令和6年第1回臨時会

保険料算定のための基準所得金額表

改正前改正後段階

本人非課税

本人の課税年金＋所得が80万円未満１段階
本人の課税年金＋所得が80万円以上120万円未満２段階
本人の課税年金＋所得が120万円以上３段階
世帯課税　本人課税年金＋所得80万円未満４段階
世帯課税　本人課税年金＋所得80万円以上５段階

本人課税

所得120万円未満６段階
所得120万円以上７段階
所得210万円以上８段階

所得320万円以上700万円未満所得320万円以上９段階
所得700万円以上所得420万円以上10段階

所得520万円以上11段階
所得620万円以上12段階
所得720万円以上13段階

郭

今
ま
で
保
険
料
額
を　

段
階
に
設
定

10

し
て
い
ま
し
た
が
、
高
額
所
得
者
の

区
分
を
細
分
化
し
、
国
の
基
準
に
合

わ
せ　

段
階
と
し
ま
し
た
。

13

区分が細分化
されました



結　果議　　　件　　　名議案番号

原案可決令和５年度名寄市一般会計補正予算（第９号）議案第１号

令和6年 　第１回臨時会議決結果

な市共公議市政クラブ市民ネット

議
員
名

議　　件　　名議案番号
中
畠　

孝
幸

佐
藤　
　

靖

川
村　

幸
栄

高
橋　

伸
典

山
田　

典
幸

東　
　

千
春

東
川　

孝
義

遠
藤　

隆
男

清
水　

一
夫

今
村　

芳
彦

谷　
　
　

聡

水
間　

健
詞

高
野
美
枝
子

倉
澤　
　

宏

山
崎
真
由
美

富
岡　

達
彦

○○×○—○○○○○○○○○○欠令和６年度名寄市一般会計予算議案第21号

○○×○—○○○○○○○○○○欠令和６年度名寄市国民健康保険特別会計予算議案第22号

《賛否の分かれた議案》

※公（公明）  共（日本共産党）  市（市民の声）  な（共生なよろ）  議（議長）  ※議長は表決に加わりません。

※ ○（賛成）　×（反対）　欠（欠席）　退（退席）

結　果議　　　件　　　名議案番号

原案可決地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の一部改正について議案第１号

原案可決名寄市手数料徴収条例の一部改正について議案第２号

原案可決名寄市国民健康保険税条例の一部改正について議案第３号

原案可決名寄市空家等対策協議会条例の一部改正について議案第４号

原案可決名寄市空家等の適正管理に関する条例の一部改正について議案第５号

原案可決
名寄市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正に
ついて

議案第６号

原案可決名寄市介護保険条例の一部改正について議案第７号

原案可決
名寄市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のた
めの効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正について

議案第８号

原案可決名寄市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正について議案第９号

原案可決名寄市水道事業給水条例の一部改正について議案第10号

原案可決名寄市畜産センター条例の廃止について議案第11号

原案可決令和５年度名寄市一般会計補正予算（第10号）議案第12号

原案可決令和５年度名寄市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）議案第13号

原案可決令和５年度名寄市介護保険特別会計補正予算（第４号）議案第14号

原案可決令和５年度名寄市食肉センター事業特別会計補正予算（第１号）議案第15号

原案可決令和５年度名寄市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）議案第16号

原案可決令和５年度名寄市立大学特別会計補正予算（第４号）議案第17号

原案可決令和５年度名寄市病院事業会計補正予算（第３号）議案第18号

原案可決令和５年度名寄市水道事業会計補正予算（第１号）議案第19号

原案可決令和５年度名寄市下水道事業会計補正予算（第２号）議案第20号

原案可決令和６年度名寄市一般会計予算議案第21号

原案可決令和６年度名寄市国民健康保険特別会計予算議案第22号

原案可決令和６年度名寄市介護保険特別会計予算議案第23号

原案可決令和６年度名寄市食肉センター事業特別会計予算議案第24号

原案可決令和６年度名寄市後期高齢者医療特別会計予算議案第25号

原案可決令和６年度名寄市立大学特別会計予算議案第26号

原案可決令和６年度名寄市病院事業会計予算議案第27号

原案可決令和６年度名寄市水道事業会計予算議案第28号

原案可決令和６年度名寄市下水道事業会計予算議案第29号

同　　意名寄市教育委員会委員の任命について議案第30号

原案可決名寄市税条例の一部改正について議案第31号

原案可決工事請負契約の締結について議案第32号

原案可決名寄市議会会議規則の一部改正について議案第33号

令和6年 　第１回定例会議決結果

5

定例会



6
市政全般について考え方や方針などを市長などに質問します

二次元コードより発言の様子を見ることができます

代表質問とは…

　会派を代表して行う質問のこと。名寄市では通常、第１回定例会で行われるが、

改選等により市長が就任した場合は市長就任後、初となる定例会で行われます。
代表質問

代表質問

 

新
年
度
に
お
け
る
新
規

事
業
を
含
め
た
重
点
施

策
に
つ
い
て
伺
う
。

 

乳
幼
児
等
医
療
給
付
事

業
の
高
校
生
年
代
（　
18

歳
年
度
末
）
ま
で
の
拡

充
、
小
学
校
に
お
け
る

空
調
設
備
整
備
や
名
寄

中
学
校
整
備
事
業
、
小

中
学
校
に
お
け
る
Ａ
Ｉ

ド
リ
ル
の
導
入
な
ど
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

策
の
拡
充
等
、
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
等
、

喫
緊
の
課
題
解
決
に
向

け
て
実
施
し
て
い
く
。

ＱＡ

め
、
よ
り
使
い
や
す
い

運
用
を
目
指
し
て
い
く
。

 

名
寄
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
の
物
流
拠
点
化

整
備
構
想
の
進
捗
状
況

と
名
寄
市
と
し
て
の
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

 

令
和
５
年
度
か
ら
は
共

同
輸
送
・
中
継
輸
送
実

装
研
究
会
と
官
民
連
携

で
取
り
組
み
を
進
め
て

き
た
。
物
流
の
地
理
的

優
位
性
を
踏
ま
え
、
令

和
６
年
度
か
ら
市
内
で

の
物
流
拠
点
の
設
置
具

現
化
に
向
け
、
名
寄
市

が
事
務
局
を
担
う
新
た

な
枠
組
み
の
組
織
を
設

置
し
、
場
所
や
機
能
、

規
模
な
ど
基
本
構
想
を

作
り
上
げ
る
段
階
に
入

る
。

ＱＡ

 

急
速
に
進
化
す
る
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

行
政
施
策
の
推
進
、
名

寄
市
地
域
通
貨
Ｙ
ｏ
ｒ

ｏ
ｃ
ａ
（
ヨ
ロ
カ
）
の

具
体
的
な
運
用
と
課
題

に
つ
い
て
伺
う
。

 

内
部
で
の
業
務
量
の
把

握
を
行
い
、
組
織
全
体

と
し
て
共
有
で
き
る
体

制
を
進
め
て
い
く
。

　

地
域
通
貨
は
行
政
ポ
イ

ン
ト
等
の
施
策
効
果
を

高
め
る
上
で
も
重
要
。

利
用
者
及
び
参
加
事
業

者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
蓄

積
し
、
市
民
周
知
を
含

ＱＡ

 

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
向
け
て

今
後
の
考
え
方
に
つ
い

て
伺
う
。

 

老
朽
化
が
進
む
公
共
施

設
が
多
い
中
、
財
源
の

確
保
や
財
政
状
況
を
鑑

み
、
中
心
市
街
地
を
中

心
と
し
た
エ
リ
ア
に
絞

り
込
み
、
協
議
を
進
め

て
い
る
。

【
他
の
質
問
】

人
材
確
保
・
育
成
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
王
子
マ

テ
リ
ア
跡
地
活
用
に
向
け

て
、
教
育
行
政
に
つ
い
て

ＱＡ

町内会高齢者の集いに、ヨロカ・デマンドバスの
出前講座を熱心に聞き入る

新
年
度
の
重
点
施
策
は

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
は

物
流
拠
点
化
構
想
の

対
応
は

中
心
市
街
地
活
性
化
は

夢あるまちづくりを

ひがし

東 川 　 孝  義  議員
かわ たか よし

市政クラブ



7
質問・答弁の原稿は質問者本人がまとめたものです

一般質問

●●●● ● ●● ● ● ● ● ●● ● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●

市市のの考考ええをを問問うう
※ 一般質問とは、議員が行財政全般について執行機関に説明を求めたり、疑問点を質問したりすることをいいます。

ズバズバリリ

春を待つハウス（温床）

農
業
農
村
振
興
計
画

　
　
　

（
後
期
実
施
計
画
）

各
分
野
の
代
表
が
集

ま
り
協
議
し
て
は
ど

う
か
と
思
う
が
、
考

え
を
伺
う
。

 

自
立
支
援
協
議
会
で

は
、
市
立
大
学
、
道

北
障
害
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど

各
分
野
か
ら
参
加
し

て
い
る
。
協
議
の
場

に
Ｊ
Ａ
の
参
加
を
呼

び
か
け
、
情
報
共
有

を
図
り
な
が
ら
取
組

を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

Ａ

 

地
元
Ｊ
Ａ
組
合
員
意

向
調
査
で
、
「
雑
草

種
子
の
な
い
完
熟
堆

肥
」
の
要
望
が
一
番

多
く
、
近
隣
の
Ｊ
Ａ

で
は
中
山
間
地
域
整

備
事
業
で
堆
肥
製
造

施
設
を
建
設
。
完
熟

堆
肥
を
製
造
し
、
低

価
格
で
斡
旋
、
年
間

一
万
四
千
ｔ
を
供
給

し
て
い
る
。
こ
の
完

熟
堆
肥
に
つ
い
て
、

地
元
Ｊ
Ａ
と
協
議
す

る
考
え
に
つ
い
て
伺

う
。

 

哺
育
・
育
成
セ
ン

ＱＡ

タ
ー
で
は
完
熟
堆
肥

を
製
造
・
販
売
し
て

い
る
。
令
和
６
年
度

は
、
２
４
０
０
ｔ
の

製
造
を
見
込
み
、
今

後
は
育
成
牛
の
増
頭

に
よ
り
４
０
０
０
ｔ

ま
で
増
産
す
る
見
込

み
。
農
業
者
そ
れ
ぞ

れ
で
対
応
さ
れ
て
い

る
状
況
で
あ
り
、
新

た
な
製
造
施
設
は
必

要
な
い
と
考
え
る
。

 

農
業
者
と
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
中
間

支
援
組
織
が
必
要
。

Ｑ 農
福
連
携
に
つ
い
て

一般質問

 清  水 　 一  夫  議員
し みず かず お

市政クラブ

耕
畜
連
携
に
つ
い
て



8
市政全般について考え方や方針などを市長などに質問します

二次元コードより発言の様子を見ることができます

一般質問

●●●● ● ●● ● ● ● ● ●● ● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●

3条6丁目へ移転予定の市立図書館

よ
り
良
い
社
会
基
盤
の
構
築
へ

一
定
程
度
集
積
が
進

ん
で
い
る
。
瑞
生
団

地
の
建
て
替
え
で
さ

ら
に
集
積
を
進
め
て

い
る
の
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

 

習
い
事
や
少
年
団
活

動
で
の
風
連
—

名
寄

間
の
移
動
に
公
共
交

通
を
求
め
る
声
が
多

い
。
実
現
は
可
能
か
。

 

現
状
で
は
既
存
の
公

共
交
通
の
活
用
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
協
議
会
に
お

け
る
議
論
の
中
で
検

討
さ
れ
て
い
く
と
考

え
て
い
る
。

【
他
の
質
問
】

上
下
水
道
事
業
に
か
か

わ
っ
て

ＱＡ

 

名
寄
駅
を
中
心
と
し

た
再
開
発
に
向
け
た

具
体
的
な
取
り
組
み

は
。

 

図
書
館
を
複
合
施
設

と
し
て
中
心
市
街
地

へ
整
備
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
し
て
、

３
条
６
丁
目
を
中
心

と
し
た
エ
リ
ア
に
絞

ＱＡ

り
協
議
し
て
い
る
。

 

風
連
地
区
の
人
口
減

少
が
顕
著
で
あ
り
、

特
化
し
た
居
住
誘
導

施
策
が
必
要
で
は
な

い
か
。

 

旧
風
連
町
の
中
心
部

に
は
、
過
去
の
「
風

連
市
街
地
地
区
都
市

再
生
整
備
」
に
よ
る

再
開
発
事
業
が
あ
り
、

ＱＡ

名寄ＩＣ拠点化構想

名
寄
I
C
拠
点
化
構
想
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
周
辺
の
「
道
の

駅
的
施
設
」
の
あ
り

方
は
市
民
や
指
定
管

理
者
等
と
の
幅
広
い

議
論
が
必
要
。

 

名
寄
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
延

伸
は
あ
と
何
年
か
か

る
と
想
定
し
て
い
る

か
。

 

開
発
局
は
公
表
し
て

い
な
い
が
、
あ
と
５

年
か
ら　

年
か
か
る

10

と
想
定
。

【
他
の
質
問
】

防
災
拠
点
や
賑
わ
い
施

設
の
事
業
主
体
は

ＱＡ

 

経
済
効
果
約　

億
円
、

73

新
規
就
業
者
数
６
７

０
人
と
試
算
さ
れ
て

い
る
同
構
想
実
現
に

向
け
た
協
議
の
状
況

や
今
後
の
予
定
は
。

 

道
縦
貫
道
名
寄
〜
士

別
間
の
開
通
を
見
据

え
、
今
後
も
各
関
係

機
関
と
継
続
的
に
議

論
を
進
め
て
い
く
。

 

構
想
実
現
に
向
け
、

市
が
主
導
的
な
役
割

を
担
い
、
具
現
化
へ

の
対
応
を
加
速
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
の
で

ＱＡＱ

は
な
い
か
。

 

新
年
度
か
ら
市
が
事

務
局
を
担
う
新
た
な

枠
組
み
の
組
織
を
設

置
し
、
基
本
構
想
を

作
成
す
る
段
階
に
入

る
。

 

道
の
駅
「
も
ち
米
の

里
☆
な
よ
ろ
」
の
存

続
・
移
転
等
、
構
想

実
現
後
の
位
置
付
け

は
。

 

市
の
情
報
発
信
の
窓

口
と
し
て
、
特
産
品

販
売
の
拠
点
と
し
て

知
名
度
向
上
に
大
き

な
貢
献
が
あ
る
。
現

在
の
道
の
駅
と
名
寄

ＡＱＡ

中
心
市
街
地
の
活
性
化
へ

 今  村 　 芳  彦  議員
いま むら よし ひこ

市政クラブ

天井付近からの漏水に対応する
図書館の様子

構
想
具
現
化
へ
の
対
応
と

現
在
の
道
の
駅
の
今
後

 谷 　　 聡  議員
たに さとし

市政クラブ



9
質問・答弁の原稿は質問者本人がまとめたものです

一般質問

●●●● ● ●● ● ● ● ● ●● ● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●

子育て世帯にうれしい負担軽減。高校生年代まで医療費無料

地
方
都
市
活
性
化
の
取
組
を

用
品
購
入
事
業
実
施

の
可
能
性
は
。

 

子
育
て
世
代
の
経
済

的
な
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、　

月
よ
り

10

医
療
費
助
成
を
高
校

生
年
代
ま
で
拡
充
す

る
。
本
市
独
自
事
業

の
紙
お
む
つ
用
ご
み

袋
支
給
事
業
、
出
産

子
育
て
応
援
給
付
金

事
業
を
進
め
て
い
る

た
め
、
無
料
タ
ク

シ
ー
や
育
児
用
品
購

入
事
業
の
予
定
は
な

い
。

Ａ

大
見
出
し

 

地
域
課
題
の
解
決
に

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
交
付

金
」
を
活
用
し
た
取

り
組
み
は
。

 

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
対
処
す
る
た
め

「
デ
ジ
タ
ル
実
装
タ

イ
プ
」
の
交
付
金
を

活
用
。
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ

マ
ン
ド
交
通
、
地
域

デ
ジ
タ
ル
基
盤
整
備

事
業
、
ピ
ヤ
シ
リ
ス

キ
ー
場
ス
マ
ー
ト

ゲ
ー
ト
導
入
事
業
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
活
用
の
除
雪

ＱＡ

業
務
効
率
化
事
業
、

保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
事

業
の
４
事
業
の
ほ
か
、

令
和
６
年
度
は
Ａ
Ｉ

ド
リ
ル
の
導
入
事
業

等
を
予
定
し
て
い
る
。

　

企
業
誘
致
は
、
早
期

に
地
域
再
生
と
雇
用

の
創
出
を
図
る
た
め
、

企
業
立
地
促
進
条
例

の
特
例
条
例
を
活
用

し
た
支
援
で
、
企
業

誘
致
を
進
め
る
。

 

子
育
て
し
や
す
い
環

境
整
備
の
た
め
、
無

料
タ
ク
シ
ー
や
育
児

Ｑ

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
交
付
金
の
活
用
を

清峰園で働くネパール人の（左から）
シェルパさん、モクタンさん、アラチさん

る
事
業
が
あ
り
、
必

要
に
応
じ
て
制
度
の

活
用
を
検
討
す
る
。

 

出
入
国
在
留
管
理
制

度
改
正
の
情
報
提
供

な
ど
、
事
業
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て
現
状

と
課
題
は
。

 

必
要
な
情
報
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

確
認
で
き
る
よ
う
周

知
し
て
い
る
。
今
後
、

増
加
が
予
想
さ
れ
る

外
国
人
材
受
入
れ
に

対
す
る
環
境
整
備
が

課
題
と
認
識
し
て
い

る
。

ＱＡ

 

外
国
人
材
受
入
れ
の

実
態
と
、
職
場
へ
の

影
響
は
。

 

令
和
４
年
度
労
働
実

態
調
査
で
は
、
４
事

業
所
が
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
ベ
ト
ナ
ム
・
中

国
か
ら
の
人
材
を
受

入
れ
て
い
る
。
外
国

人
材
の
雇
用
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
令
和

５
年
５
月
か
ら
は
特

定
技
能
に
よ
る
介
護

人
材
と
し
て
名
寄
市

社
会
福
祉
事
業
団
が

３
名
の
ネ
パ
ー
ル
人

ＱＡ

材
を
受
入
れ
て
い
る
。

ネ
パ
ー
ル
人
３
名
は

仕
事
に
勤
勉
に
取
り

組
み
、
町
内
会
行
事

に
も
参
加
し
、
人
柄

や
ま
じ
め
さ
へ
の
好

評
価
を
得
て
い
る
。

外
国
人
材
受
入
れ
の

現
状

子
育
て
環
境
の
整
備

に
つ
い
て

外
国
人
材
へ
の
支
援

事
業
者
へ
の
支
援

 

外
国
人
に
対
す

る
日
本
語
学
習

支
援
や
情
報
発

信
、
相
談
体
制

強
化
が
必
要
で

あ
る
が
現
状
は
。

 

北
海
道
の
事
業

と
し
て
日
本
語

教
育
の
空
白
地

帯
を
減
少
さ
せ

ＱＡ

 高  橋 　 伸  典  議員
たか はし しん すけ

公　明

外
国
人
材
の
受
入
れ
に
関
し
て  中  畠 　 孝  幸  議員

なか はた たか ゆき

共生なよろ
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市政全般について考え方や方針などを市長などに質問します

二次元コードより発言の様子を見ることができます

一般質問

●●●● ● ●● ● ● ● ● ●● ● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●

令和6年4月3日　名寄市立大学入学式

多
様
性
を
認
め
る
社
会
を

さ
れ
て
い
る
。
名
簿

の
提
供
や
個
人
情
報

の
提
供
を
望
ま
な
い

場
合
の
除
外
申
請
な

ど
知
ら
せ
る
べ
き
と

求
め
て
き
た
。
個
人

情
報
の
保
護
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

 

平
成　

年
度
か
ら
依

31

頼
に
よ
り
名
簿
の
提

供
を
行
っ
て
い
る
。

提
供
時
に
は
他
の
用

途
に
は
使
わ
な
い
、

期
限
後
は
廃
棄
す
る

こ
と
の
制
約
を
も

ら
っ
て
い
る
。

【
他
の
質
問
】

名
寄
市
立
大
学
の
独
立

行
政
法
人
化
に
つ
い
て

Ａ

 

同
性
・
別
姓
カ
ッ
プ

ル
を
排
除
す
る
現
行

の
結
婚
制
度
の
違
憲

性
を
問
う
訴
訟
が
相

次
ぐ
中
、
地
方
か
ら

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
な
ど
多
様
性
容

認
の
世
論
が
広
が
っ

て
い
る
。
公
営
住
宅

へ
の
入
居
、
緊
急
時

の
病
院
で
の
面
会
な

ど
親
族
同
様
の
扱
い

を
可
能
に
す
る
制
度

の
導
入
を
。

 

道
内
で
も
制
度
導
入

が
進
み
、
人
口
の
約

ＱＡ

７
割
が
制
度
利
用
可

能
。
本
市
は
現
段
階

で
は
導
入
を
予
定
し

て
い
な
い
が
、
人
権

課
題
と
し
て
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
等
へ
の

正
し
い
理
解
の
拡
大

に
努
め
る
。

 

２
０
２
２
年
安
保
３

文
書
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
５
年
間
で　

兆
43

円
の
軍
事
費
、
敵
基

地
攻
撃
能
力
の
保
有
、

そ
の
た
め
の
自
衛
隊

の
人
的
強
化
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
、
強
化

Ｑ

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
」
導
入
を

子ども・子育て支援の指針となる
「第2期名寄市子ども・子育て支援事業計画」

子
育
て
日
本
一
を
目
指
し
て

画
に
沿
っ
た
備
蓄
品

の
中
で
、
特
に
乳
幼

児
や
障
が
い
者
・
高

齢
者
の
方
へ
の
食
料

の
備
蓄
状
況
は
。

 

計
画
で
は
備
蓄
の
目

標
数
を
二
千
人
分
と

し
て
ア
ル
フ
ァ
米
や

パ
ン
、
飲
料
水
の
備

蓄
を
行
っ
て
い
る
。

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食

の
備
蓄
に
は
努
め
て

い
る
が
、
年
齢
等
に

よ
る
区
分
け
は
し
て

い
な
い
。
乳
児
の
ミ

ル
ク
は
市
内
事
業
者

や
市
立
病
院
と
対
応

に
必
要
な
協
定
を
結

ん
で
い
る
。

【
他
の
質
問
】

「
の
る
ー
と
名
寄
」
運
行

拡
大
に
つ
い
て

Ａ

 

子
育
て
環
境
の
整
備

と
し
て
、
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
求
め

る
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
年
度
途
中
の
待

機
者
も
出
て
い
る
中
、

低
年
齢
児
保
育
、
延

長
保
育
、
一
時
保
育

な
ど
多
様
な
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に

向
け
た
施
策
を
伺
う
。

 

低
年
齢
児
保
育
で
は

こ
こ
数
年
、
年
度
途

中
に　

名
を
超
え
る

10

待
機
者
が
出
て
い
る
。

新
年
度
に
は
入
園

（
所
）い
た
だ
け
る
よ

う
調
整
し
て
い
る
。

多
様
な
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
実
現
に
向
け
た

ＱＡ

課
題
は
、
保
育
士
不

足
に
あ
る
。
人
材
確

保
の
た
め
、
市
内
の

保
育
施
設
等
に
就
労

を
促
す
助
成
事
業
を

行
う
と
と
も
に
、
公

開
保
育
等
の
実
施
に

よ
り
、
名
寄
市
立
大

学
卒
業
生
の
就
労
に

も
つ
な
ぎ
た
い
。

 

名
寄
市
地
域
防
災
計

Ｑ

保
育
環
境
の
充
実
を

防
災
備
蓄
品
の
状
況
は

 川  村 　 幸  栄  議員
かわ むら ゆき え

日本共産党

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報

提
供
の
保
護
は

 山  崎   真  由  美  議員
やま ざき ま ゆ み

市民ネット
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トピックス

議員会  新年研修会

議
会
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

今
定
例
会
で
は
、
代
表
質
問

に
１
会
派
、
一
般
質
問
に
７
名

の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

十
分
な
調
査
に
基
づ
く
建
設

的
な
議
論
も
あ
っ
た
一
方
、
論

点
が
不
明
確
で
議
論
が
深
ま
ら

な
い
質
問
も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、

多
く
の
質
疑
が
あ
り
、
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
各
事
業
が
最
大
の
効
果
を
発

揮
し
て
市
民
に
還
元
さ
れ
る
よ

う
、
議
会
の
役
割
と
責
任
を
果

た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

第
２
回
定
例
会
に
向
け
て
の

活
動
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
今
定
例
会
の
反
省
と
検
証

を
行
い
、
議
会
活
動
が
さ
ら
に

活
性
化
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

 山  田 　 典  幸  議長
やま だ のり ゆき

議会を代表して
活動報告をお届
けします

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●● ●●●●●●

　1月26日、上川総合振興

局産業振興部林務課長  橋

本文彦氏による「森林環境

譲与税について」を演題と

した講演を通し、地域の森

林・林業の課題解決、ゼロ

カーボン北海道の実現に向

けた譲与税の更なる活用に

ついて、研修を深めました。

林活議連とは…

　森林・林業・林産業活性化推進

名寄市議会議員連盟

林活議連　研修会

　元下川町長で現在公益財

団法人はまなす財団専務理

事の谷一之氏を講師に迎え、

「（公財）はまなす財団が目

指すこと〜北海道各地の地

域経営支援と人材育成」と

題した講演を聞き、地域課

題を解決するための方策に

ついて考えました。

（1月15日グランドホテル藤花）

　

定
例
会
は
３
月
・
６
月
・
９

月
・　

月
の
年
４
回
、
ま
た
必

12

要
に
応
じ
て
臨
時
会
を
開
会
し

て
い
ま
す
。

　

議
会
の
傍
聴
は
、
最
も
身
近

な
議
会
活
動
に
触
れ
る
こ
と
の

で
き
る
機
会
で
す
。

　

議
会
で
は
市
民
生
活
に
か
か

わ
る
様
々
な
案
件
を
真
剣
に
審

議
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
例
会
で
は
議
案
審

議
の
ほ
か
に
議
員
が
行
政
（
市

長
や
教
育
長
）へ
質
問
す
る「
一

般
質
問
」
も
行
わ
れ
ま
す
。

※
こ
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認

の
う
え
、
市
役
所
４
階
の
議

場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
方
の
傍
聴
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

※
議
場
で
の
音
声
を
鮮
明
に
聴

く
た
め
、
携
帯
型
受
信
機
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

議
会
事
務
局　

☎
③
２
１
１
１

（
内
線
３
４
２
５
・
３
４
２
６
）

次
の
定
例
会
開
会
予
定
は
…

６
月　

日（
月
）〜

17

６
月　

日（
水
）で
す

26

　議会日誌 （２月〜４月まで）

４回市民福祉常任委員会６日名寄市議会（本会議）

４回経済建設常任委員会５回議会運営委員会

５回議会活性化特別委員会１回議員協議会

３回議会報特別委員会１回総務文教常任委員会

詳しい議会活動は、議会ホームページでご覧いただけます

名寄市議会ホームページ
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視察報告

議会運営　

進地から学べ!! 

り
手
不
足
に
対
す
る
対
策
の
一

環
で
、
町
外
か
ら
も
広
く
希
望

者
を
募
り
、
政
治
に
対
す
る
門

戸
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。

　

議
会
改
革
の
継
続
性
で
現
状

に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
常
に

よ
り
良
い
状
況
を
模
索
し
続
け

る
姿
勢
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

栗

山

町

登

別

市

議場にて、辻議長から市民と歩む議会運営
について学ぶ

　

「
議
会
改
革
の
取
り
組
み
」に

つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
は
、
議
会
の

連
続
性
を
担
保
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
改
革
で
培
っ
た
情
報

公
開
の
あ
り
方
や
町
民
と
の
交

流
活
動
を
文
章
化
す
る
こ
と
で
、

議
員
が
入
れ
替
わ
っ
て
も
議
会

改
革
が
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
見
直
し
を
進
め
て
い
ま

し
た
。

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
議

員
報
酬
と
定
数
の
あ
り
方
、
議

員
の
な
り
手
問
題
に
つ
い
て
、

広
く
市
民
か
ら
意
見
を
聴
取
す

る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

基
本
条
例
の
見
直
し
を
行
い
、

進
め
て
い
ま
し
た
。

　

議
員
の
学
校
は
、
議
員
の
な

設
置
か
ら
と
の
事
で
し
た
。

　

議
会
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

改
革
を
継
続
す
る
市
民
に
議
会

の
情
報
を
伝
え
る
こ
と
で
す
。

目
的
を
持
っ
た
議
会
改
革
で
議

会
基
本
条
例
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

を
作
成
、
議
会
全
体
が
活
動
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
毎
年
議
員

本
人
が
議
会
基
本
条
例
を
読
み

直
し
、
自
己
評
価
シ
ー
ト
で
確

認
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
中
心
主
義
の
取
り
組

み
を
重
視
し
、
若
手
や
政
治
未

経
験
者
・
女
性
が
活
動
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

し
た
。

　

人
が
変
わ
っ
て
も
変
わ
ら
な

い
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
議

　

「
市
民
と
共
に
歩
む
議
会
運

営
」
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　

議
会
改
革
の
始
ま
り
は
、
平

成　

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
Ⅰ

12
Ｔ
推
進
に
関
す
る
特
別
委
員
会

栗
山
町
・
登
別
市
・
芽
室
町

３
か
所
の
行
政
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

議会活性化特別委員会

栗山町議7名と議会改革の継続性について学ぶ

議会を
 アップデートせよ！

行政視察を

行いました
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視察報告

議会改革と

議会の課題を先

長
に
よ
る
新
人
研
修
の
実
施
、

議
会
基
本
条
例
の
研
修
、
要
綱

の
周
知
が
重
要
で
あ
る
事
を
学

び
ま
し
た
。

　

「
議
会
活
性
化
と
モ
ニ
タ
ー

制
度
の
導
入
と
運
営
」
に
つ
い

て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
は
平
成　

年
16

か
ら
検
討
を
開
始
し
、
研
修

会
・
町
民
と
の
意
見
交
換
会
、

先
進
地
視
察
な
ど
を
重
ね
、
平

成　

年
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

25

　

具
体
的
に
は
分
か
り
や
す
い

議
会
・
開
か
れ
た
議
会
・
行
動

す
る
議
会
を
目
指
し
、
任
期
４

年
間
の
目
標
を
定
め
推
進
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
の
任
期
は
１

年
、
私
立
高
校
生
も
参
加
し
て

お
り
、
身
近
な
応
援
団
と
し
て

継
続
し
て
い
く
努
力
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

町
民
と
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
に

つ
い
て
は
、
マ
ン
ネ
リ
化
を
防

止
す
る
た
め
対
象
者
を
変
え
て

実
施
し
て
い
ま
し
た
。

　

改
革
を
止
め
な
い
た
め
に
、

全
議
員
が
具
体
的
な
目
標
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
学

び
ま
し
た
。

芽

室

町

議会活性化特別委員会では

　行政監視や政策立案機能の強化、

女性や若年層世代が活動に参加し

やすい環境の構築等を図ることで、

議員力・議会力を向上させる事を

目的とし、目的達成に向け、取り

組んでいます。

　

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

は
１
月　

、　

、　

日
に
道

22

23

24

内
の
先
進
地
（
栗
山
町
、
登

別
市
、
芽
室
町
）
を
視
察
。

ど
の
議
会
も
議
会
基
本
条
例

を
活
か
し
、
地
域
住
民
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
議
会
活

性
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
今
回
の
視
察

内
容
に
つ
い
て
、
全
議
員
共

通
の
認
識
と
す
る
こ
と
を
目

的
に
議
会
内
で
報
告
会
を
行

い
学
び
合
い
ま
し
た
。

議
員
協
議
会

活
性
化
視
察
報
告
会

議会活性化と議会モニター制度視察後、
議場にて記念撮影
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暴
行
、
脅
迫
、
暴
言
、
不

当
な
要
求
等
の
著
し
い
迷

惑
行
為
が
問
題
視
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ら
の
行
為
に

対
す
る
対
策
と
し
て
「
不

当
要
求
行
為
等
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

電
子
地
域
通
貨
の
推
進

状
況
で
は
、
名
寄
市
医
療

介
護
連
携
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
事
業
、

昨
年　

月
１
日
か
ら
運
用

12

の
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
、

今
年
２
月
２
日
か
ら
開
始

の
健
康
体
操
教
室
へ
参
加

さ
れ
た
方
へ
ポ
イ
ン
ト
が

付
与
さ
れ
る
健
康
ポ
イ
ン

ト
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

【
教
育
部
】

　

８
種
目
の
部
活
動
に
つ

い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

団
体
と
部
活
動
顧
問
で
休

日
部
活
動
の
地
域
移
行
に

向
け
、
休
日
に
活
動
し
て

い
る
部
活
動
の
現
状
を
共

有
す
る
と
と
も
に
、
各
競

技
等
に
お
け
る
課
題
の
洗

い
出
し
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
基
に
ジ
ュ
ニ

ア
ス
ポ
ー
ツ
エ
コ
シ
ス
テ

ム
形
成
事
業
を
含
め
、
受

け
入
れ
体
制
の
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
６
年
第
１
回
定
例

会
付
託
議
案
第
３
号
「
名

寄
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
」
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

改
正
の
趣
旨
は
、
名
寄

市
の
現
行
税
率
は
、
道
の

標
準
税
率
の
設
定
に
乖
離

し
て
お
り
、
こ
れ
は
平
成

　

年
度
か
ら
税
率
改
正
を

25行
わ
ず
基
金
を
活
用
し　
10

年
運
用
し
た
が
、
現
在
は

基
金
の
活
用
も
見
込
め
ず
、

納
付
金
の
財
源
を
確
保
で

き
な
い
状
況
。
最
低
限
の

赤
字
を
解
消
す
る
た
め
、

所
得
割
は
据
え
置
き
、
均

等
割
額
と
平
等
割
額
を
増

額
し
、
あ
ま
り
広
く
世
帯

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
、
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
か
ら
答
申

　

各
所
管
よ
り
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

【
名
寄
市
立
大
学
】

　

令
和
５
年
度
２
月
１
日

現
在
の
就
職
内
定
率
は
学

科
全
体
で　

・
１
％
と
、

96

例
年
よ
り
高
い
内
定
率
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
方
、

令
和
６
年
度
の
一
般
選
抜

志
願
状
況
は
、
各
学
科
共

に
募
集
人
員
を
上
回
っ
て

い
る
も
の
の
、
旭
川
市
立

大
学
開
学
の
影
響
も
あ
り
、

例
年
よ
り
志
願
者
は
減
っ

て
い
ま
す
。

【
総
合
政
策
部
】

　

小
学
校
区
域
単
位
を
基

本
と
す
る
７
つ
の
地
域
連

絡
協
議
会
で
は
、
役
員
の

担
い
手
不
足
、
負
担
増
加

に
よ
り
活
動
が
難
し
い
地

域
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
柔

軟
な
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
新
た
に
地
域
連
携
事

業
補
助
金
制
度
を
創
設
。

既
に
全
町
内
会
に
は
新
要

綱
が
案
内
さ
れ
、
令
和
６

年
４
月
か
ら
施
行
し
ま
す
。

【
総
務
部
】

　

近
年
、
顧
客
等
か
ら
の

総
務
文
教
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
会
活
動
報

委
員
会
活
動
報
告告

令和６年４月よりスタートする、智恵文小中一貫教育現場を視察
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を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
、
税
率
改

正
に
伴
う
負
担
に
つ
い
て

の
質
疑
が
あ
り
、「
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
か

ら
は
、
特
に
低
所
得
者
に

対
し
て
、
国
保
税
を
急
激

に
増
や
す
こ
と
は
難
し
く

最
小
限
の
負
担
増
に
と
ど

め
た
」
と
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
質
疑
・
委
員
間
協

議
終
了
後
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

付
託
議
案
第
７
号
「
名

寄
市
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
」
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

改
正
の
趣
旨
は
、
介
護

保
険
制
度
の
安
全
性
、
持

続
可
能
性
を
高
め
、
安
心

で
き
る
制
度
を
構
築
す
る

た
め
、
第
１
号
被
保
険
者

間
の
所
得
再
分
配
機
能
の

強
化
と
低
所
得
者
の
保
険

上
昇
の
抑
制
を
図
る
た
め
、

９
段
階
の
保
険
料
設
定
を

　

段
階
へ
変
更
し
、
高
所

13得
者
か
ら
低
所
得
者
に
再

配
分
し
負
担
軽
減
を
行
う

も
の
で
し
た
。
質
疑
・
委

員
間
協
議
終
了
後
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
２
月
２
日
、

第
１
回
委
員
会
を
開
催
し
、

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
に
基
づ
く
地
域
計
画
策

定
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
農
地
バ
ン
ク
を

活
用
し
た
農
地
の
集
約
化

や
、
農
地
の
担
い
手
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
耕
作

放
棄
地
の
減
少
に
つ
な
ぐ

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
計
画
に

は　

年
後
の
目
標
地
図
の

10
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
令
和
７
年
３
月

末
ま
で
の
策
定
が
法
定
化

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
の
取
り
組
み
状
況
と

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
委
員
会
は
２
月

　

日
、
名
寄
商
工
会
議
所

20を
会
場
に
、
商
工
会
議
所

会
頭
を
は
じ
め
と
す
る
役

員
の
皆
さ
ん
と
の
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

終
始
、
多
面
的
な
視
点

か
ら
様
々
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
中
で
も

昨
年
末
に
商
工
会
議
所
か

ら
提
出
さ
れ
た
「
令
和
６

年
度
行
政
施
策
に
関
す
る

要
望
書
」
と
、
そ
れ
に
対

す
る
市
か
ら
の
回
答
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
で
は
、

名
寄
Ｉ
Ｃ
拠
点
化
構
想
実

現
に
向
け
た
対
応
や
物
価

高
騰
に
対
す
る
緊
急
経
済

対
策
、
人
材
確
保
・
育
成

に
向
け
た
具
体
的
対
策
な

ど
、
本
市
の
抱
え
る
喫
緊

の
課
題
に
つ
い
て
共
通
認

識
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月　

日
、
第
３
回
委

21

員
会
を
開
催
し
、
令
和
５

年
度
分（
２
月
７
日
集
計
）

道
路
除
排
雪
事
業
に
つ
い

て
、
降
雪
状
況
、
除
雪
出

動
状
況
、
幹
線
道
路
及
び

生
活
道
路
排
雪
の
進
捗
状

況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
苦
情
要
望
件
数

は
、
昨
年
度
比
１
１
７
件

減
の
１
０
７
件
で
あ
る
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

名寄商工会議所役員の方々との懇談会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

地
域
計
画
策
定
に
つ
い
て

道
路
除
排
雪
事
業
に
つ
い
て

商
工
会
議
所
と
意
見
交
換

国保は低所得層の生活を支える最後の砦
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　生まれも育ちも名寄市の私

ですが、以前は北海道警察で札

幌厚別、枝幸、札幌西の3署にて勤務をしており

ました。

　転勤生活で感じたことは、独身のうちは娯楽が

多い都市部も良いのですが、家族が増えると広い

家に家族みんなでゆっくりと過ごすことに魅力を

感じたということです。

　円の価値は落ち、一昔前の総中流な家庭を都会

で実現するのは難しい中で、多くの自治体の移住

促進は、住環境や子育てのしやすさで移住を勧め

ております。しかし、その地域に安定した雇用が

ないことには、いくら魅力的な地域でも移住はな

かなか難しいものです。

　日本最北の名寄駐屯地のさらなる増員や、熊本

県菊陽町のように製造業誘致に成功した地域を参

考とするなど、産業振興・雇用創出の側面からも

名寄の強みを生かした移住促進を勧めて豊かな街

を目指してほしいです。

　私は、高校まで名寄で育ち大

学進学のために地元を離れま

した。大学在学期間の約半分はコロナ禍となり、

人とのつながりが突然薄れてしまいました。それ

まで毎日顔を合わせ、他愛のない話題で盛り上が

る、そんな日常が当たり前でした。しかし、そん

な友人たちとの日常は決して当たり前なことでは

ない、と気づかされました。今の時代は簡単にＳ

ＮＳ等でつながることができますが、やはり実際

に会うこととは全く別物です。名寄に帰ってきて、

安心感がありました。それは、地元であるという

ことも一つではありますが、地域とのつながりを

近くに感じられたからではないかと思います。 

　人との出会いは一期一会であり、つながりはか

けがえのないものです。これまでの出会いも、こ

れからの出会いでも、大切に縁をつないでいきた

いです。 

編

集

後

記

令
和
６
年
第
一
回
定
例
会
で
予

算
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
予

算
は
人
口
減
な
ど
に
よ
る
税
収

減
も
あ
り
、
な
か
な
か
厳
し
い

編
成
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
▼
財
務
省
主
計
局
の
人
た
ち

は
よ
く
「
入
る
を
量
っ
て
出
る

を
制
す
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
を

用
い
ま
す
。
税
収
の
額
を
計
算

し
、
そ
れ
に
応
じ
た
支
出
を
行

う
、
と
い
う
意
味
で
す
▼
逆
に

「
出
る
を
量
っ
て
入
る
を
制

す
」
や
り
方
で
予
算
編
成
を
行

う
と
財
政
破
綻
を
招
き
か
ね
ま

せ
ん
▼
「
出
る
を
量
っ
て
・
・
」

は
カ
ロ
リ
ー
消
費
と
摂
取
の
関

係
に
当
て
は
め
る
と
身
近
な
こ

と
に
感
じ
ら
れ
ま
す
▼
近
年
運

動
量
が
減
り
、
体
重
が
増
加
し

て
い
る
私
は
「
出
る
を
量
っ

て
・
・
」
を
実
践
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
改
め
て
思
っ
た

次
第
で
す
。

（
谷
）

名寄市議会だよりは再生紙を使用しています。

資源を大切に、ごみの減量・リサイクルにご協力下さい。
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きぼう

移住と雇用について

 田  上 
たの うえ

 竜 之  助 
の すけりゅう

つながることの大切さ 

客 野   瑞  穂 
の みず ほきゃく

　風連中学校吹奏楽部は部員6名、顧問3名、部活指導員

1名で活動しています。現在部員は全て男子であり、1年

生が5人、2年生が1人で日々練習に励んでおります。

　人数は多くはありませんが、1つ1つの音楽に真剣に向

き合い、1人1人が役割をこなして演奏しています。風連

町の行事にも参加させていただいていますので、機会があ

りましたらぜひ私たちのサウンドをお楽しみください。

表紙の写真は「風連中学校吹奏楽部」です。


